
　　

課　題

目　標

大統領が変わり、保全型農法は国策から優先順位を
下げられつつある。そんな中で市民発の草の根の運
動で機運を高めていくのは難しい。

ペドラブランカ山系に保護区が制定されること、保
護区の外にも環境保全型の伝統農法を実践する二次
林的バッファー地帯が形成されること、及びそれを
通した地域の連携。

今後の
展望

生産者・消費者・流通による包括的な
アグロエコロジーネットワークの構築によって行う
ブラジル・ペドラブランカ山系の生態系保全活動
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今年度計画の達成度

目標達成度
活動内容と成果

かかわる農家・消費者世帯を増やし、地域の中で面的広がりを作り出す。日本から
支援をいただいていることは地域の農家の大きなエンパワーになっている。その
勢いを継続したい。　

世界遺産でもあるイグアスの滝の水源の一つでもある
ペドラブランカ山系において、下記の活動を行う：
①環境保全型農法を実践する農家32世帯の一覧化、
可視化　②それら農家世帯が互いに技術を学び、相
談・援農・技術交換を進められるネットワークを形成
し、13回の学びあいの場を開催　③消費者グループ
の組織化及び農家ネットワークとの融和を目指し、
オンラインで総勢2,665人からなるネットワークを
形成　④行政に保護区を新たに制定するための議会
陳情、証人発言、専門委員会へのメンバー推薦などの
活動を展開。

循環型農法の技術交流会の様子

ファーマーズマーケットの告知板

■苦労した点
大統領選の年には利害が動くので地
域内でも政治的対立が幅広い連携を
阻む。その背景に惑わされない信頼関
係を醸成することが困難。

■工夫した点
地域の自然への愛、経済的合理性を切
り口に政治から切り離した関係性の
構築に努めた。

任意団体　ペドラブランカ自然保護区支援連合

実　践

ひろげる助成
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